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1．はじめに

地下構造物内部への漏水を防正する工法の一つとして防水シートが用いられている。しかし、防水シートにより防水処理を実施しても

漏水を完金に防止することは園難となっている。漏水が発生する一つの原因として、r般の防水シートは、打設されるコンクリートと化

学的に接着されてないため、防水シートに局所的な欠陥が生じた場合、防水シ』トとほンクリートの界面を地下水が廻り、認ンクリート

クラックやセパレータ周りから漏水が発生するものと考えられている。そこで、我々は防水シートの敷設後に打設される諏ンクリートと

化学的に接着する接着性先防水洲トを開発し、コンクリートとの化学的接着強度、水密性能試験等の室内要素・模型実験によりその有

用性を確認、した夏》。それらの知晃に基づき、コンクリートとの接着性やシートの接含部およびセパレータ周りの施工性の確認を目的とし

て現揚施工実験を行ったのでその結果について報告する。

2．実験鰯藝

（1）ソイルセメント壁の構築

開削工事における地下構邉物構築を想定して、高さa5mの盛土のり禰に

H鋼を芯材としたソイルセメント壁を構築し、前面の盛土を掘削して土留め

壁面を構築した。土留め壁面は、凱ンクリートお設時の倶狂による防水シ

ートの施工上の問題点を明確にできるように、通常の施工より凹凸を粗く

した（写真1）。

（2）防水シートの施工

用いた接着性先紡水シートは厚さ王．2mmで3層構造（コンクリート接藩

層＋対損傷保護層÷遮水樹脂層）より構成されており、1，3㎏〆m2と軽量であ

る翼》。

　シートの接合方法は図員こ示す①タッカー（ステイプル）止め、②シー

リング材による接着の2種類実施した。コンクリート側圧による騒鋼およ

び地盤園凸部近傍での接合部の目開き等を確認するため、写真2（重ね幅

（10cm）を実線・破線で記入した）のようにシートの接合箇所を割り付けた。

セパレータ周りの処理方法は、ソイルセメント壁の熱鋼のフランジ画に平

鋼を懸塾し、セパレータを模擬した金具を平鋼に溶接し、シート施工後以

下の3方法で処理した。①シーリング材のみ、②シーリング材千ボルト固定、

③シート増張り＋ボルト固定、このうち①およひ③撫構造を図2に、③

の施工状況を写真3に示す1。

　また、他の防水工の施工性との比厳を目的として、ゴム・アスファルト
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写真肇　ソイルセメント壁の凹凸状況
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図1接着性先防水シートの重ね合せ部の処理方法施工状況 写真2接着性先防水シートの施ヱ状況
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系の塗膜防水シートの施工実験も同様の試

験項目で婁施した・ゴム・アスファルト系

防水淋の施砿下地として不醐　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆ソ
にゴム・スファルト系の防水腰を吹付け塗

布した。防水工完了状演、を写真4に示する

　（3）壁面諏ンクリートの構築
　　　　　　　　　　　　　　　　写真3姻齢周りの処理方法③
　壁面構築後に、コンクリート緬の
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状況を観察できるように、均しコンクリートとの間に翼ロを挟んだ床板の上に型

枠を絹立て、ホッパーにより諏ンクリートを打設した（壁面の寸法は、高さ2．Om

×幅2．（㎞×平均厚さ20cm）。

3．実験結果

　コンクリート釘設後約7臼間の養生期間後型枠を脱型し、クレーンで吊りなが

ら前面に引き出し背面の防水シートの施工状況を確認した。

（1）接合（重ね合せ）部

　接着腔先防水シートの壁背面の状況を写真5に示す。シートと認ンクリートと

は姫にわたり接藩していたが、接蒲強度は滋寒期での養生温度が低く脱型後の

㈱弍励いため、鯉時㈱いて腱内で癬された弓蟹こ腱していなかっ

た。また、引張り剛性が比較的大きいため、コンクリート打設時の側圧にも抵抗

しソイルセメント壁の凹凸に追随しているが、接合部においては箸干の目開きが

生じていた。しかし、接合部に余副　を確保していれ纏、重ね合せ代力沙量でも

コンクリートとの化学的接着性が確保されているため防水シートからの漏水の

可能性は少ないと考えられる。

一方、ゴム・アスファルト系防水シートは、コンクリート打設時に下地の体び

酬生の小さな不織布がソイルセメント壁の凹凸に追随して伸びるため接合部の

目開きは少ない。しかし、不織布蓑面の塗膜防水層がこの伸びに追随できない場

合は、図3の模式図に承すように、塗膜暦にクラック生じている可能陸があり、

不織布が透水層となり背面の地下水が塗膜罵に発生したクラックから流入し、識

ンクリートクラックやセパレータ周りから漏水する可能性が考えられる。

（2）セノくレータ周り

3種類の方法でセパレータ周りの処理を行ったが、コンクリート打設時の側圧

により防水シートが引張られたような形跡は認められなかった。これは、シート

に発生した引張りが重ね合せ部の目開きで吸収されたものと考えられる。したが

って、コンクリートと化学的に接着されるシートにおけるセパレータ周りの処理は、

シーリング等の簡易な方法で対処可能と考えられる。

4．まとめ

①新たに開発した接藩性先防水シートは、現場施工爽験においては認ンクリートと

全薗にわたり接着していたが、接謝鍍は厳寒期での養生温度が低く脱型後の材齢

が短かいため、現段階では室内で確認された弓鍍には達していない。養生潟度、材

齢に対掲儲醸を麟測定しているので群細にっいて1斡後報乱たい。

②接着性先防水シートは軽量で取扱いが簡単であり、門般の塗膜防水シートの施工

における下地処理の不織布の施工と同じ工程で防水工が完了するため（塗膜吹付け

が不用）、工期短縮が可能である。

◎接着性先防水シートは、コンクリートとの接着性がよいので、接合部およ

びセパレータ周りの処理は簡易な方法でよいと考えられる。
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